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9 ＊村上 潤，梅津守一郎，村山 圭，岩間 達，熊谷秀規，虻川大樹，野口篤子，垣内俊彦，中山佳
子，別所一彦，徳原大介：本邦における小児期の潜在患者におけるライソゾーム酸性リパーゼ欠損
症の罹患頻度に関する検討．第49回日本小児栄養消化器肝臓学会（ハイブリッド開催）．2022，9，
30‐10，2（現地開催及びライブ配信），2022，10，11‐28（オンデマンド配信）．
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10 ＊神保圭佑，明本由衣，角田文彦，吉田正司，清水泰岳，倉沢伸吾，萩原真一郎，垣内俊彦，新井喜
康，工藤孝広，中山佳子，新井勝大，清水俊明：小児好酸球性消化管疾患の消化管内視鏡所見にお
ける検討；多施設後方視的観察研究．第49回日本小児栄養消化器肝臓学会（ハイブリッド開催）．
2022，9，30‐10，2（現地開催及びライブ配信），2022，10，11‐28（オンデマンド配信）．

11 ＊新井喜康，神保圭佑，明本由衣，角田文彦，吉田正司，清水泰岳，倉沢伸吾，萩原真一郎，垣内俊
彦，工藤孝広，中山佳子，新井勝大，清水俊明：小児好酸球性消化管疾患（EGID）の消化管内視
鏡所見についての検討；多施設後方視的観察研究．第59回日本小児アレルギー学会学術大会／
APAPARI2022合同開催（ハイブリッド開催）．2022，11，12‐13（現地開催＋ライブ配信），2022，
11，12‐13，2022，12，12‐2023，1，13（オンデマンド配信）．

12 熊本 崇，土井大人，峰松伸弥：循環作動薬過量服用により緊急搬送された2例．第58回日本小児
循環器学会総会・学術集会／第19回教育セミナーBasic Course（ハイブリッド開催）．2022，7，
21‐23（現地開催及びライブ配信），2022，8，9‐9，8（オンデマンド配信）．

13 熊本 崇，土井大人，松尾宗明，田崎 考，山口尊則：左上大静脈遺残を合併した冠静脈洞起源の
心房頻拍の一例．第26回日本小児心電学会学術集会．2022，11，11‐12．

14 熊本 崇，峰松伸弥，土井大人，納所哲也，岩永 学，冨野広通，七條了宣，江頭政和，江頭智子，
熊本愛子，西川小百合，西村真二，田代克弥，高柳俊光，松尾宗明：重症先天性心疾患（CCHD：
critical congenital heart disease）検出を目的とした新生児パルスオキシメトリースクリーニング～
佐賀県での取り組みについて～．第2分科会 小児科学会（第75回九州小児科学会）．2022，11，26‐
27．

15 ＊田島大輔，古川理恵，中村圭佑，森田 駿，大林梨津子，田代克弥：熱性けいれん・てんかん発
作・熱せん妄患者の急性期TSH値の検討．第64回日本小児神経学会学術集会（ハイブリッド開催）．
2022，6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，6，7‐7，4（オンデマンド配信）．

16 一ノ瀬文男，中村拓自，宮 冬樹，加藤光広，松尾宗明：Microcephaly, Seizures, and Develop-
mental delay の姉妹例．第64回日本小児神経学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5
（現地開催＋ライブ配信），2022，6，7‐7，4（オンデマンド配信）．

17 一ノ瀬文男，中村拓自，加藤光広，松尾宗明：発達退行を機にてんかん性脳症と診断したGABRB
2遺伝子異常の1例．第55回日本てんかん学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，9，20‐22（現
地開催及びライブ配信），2022，10，1‐31（オンデマンド配信）．

18 土井大人，熊本 崇，峰松伸弥，田代克弥：当院で経験した小児期発症冠攣縮性狭心症の3例．第
58回日本小児循環器学会総会・学術集会／第19回教育セミナーBasic Course（ハイブリッド開催）．
2022，7，21‐23（現地開催及びライブ配信），2022，8，9‐9，8（オンデマンド配信）．

19 中村拓自，一ノ瀬文男，松尾宗明：けいれん単独で発症した抗NMDA受容体脳炎の一例．第64回
日本小児神経学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，
6，7‐7，4（オンデマンド配信）．

20 古川理恵，陣内久美子，大串栄彦，岡 政史，大塚泰史：当院における頻回再発型ネフローゼ症候
群19名の治療と予後．第57回日本小児腎臓病学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，5，27‐28
（現地開催及び LIVE配信），2022，5，27‐6，30（オンデマンド配信）．

21 ＊樋口直弥，吉岡史隆，松尾宗明：左下肢急性弛緩性不全麻痺をきたし特徴的な空洞所見を認めた脊
髄空洞症の一例．第64回日本小児神経学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地
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開催＋ライブ配信），2022，6，7‐7，4（オンデマンド配信）．
22 ＊小路 梓，中村拓自，一ノ瀬文男，宮 冬樹，加藤光広，松尾宗明：新生児期に洞停止を伴うてん

かんと驚愕病で発症した SCN8A発達性てんかん性脳症の一例．第64回日本小児神経学会学術集会
（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，6，7‐7，4（オンデ
マンド配信）．

23 ＊チョン・ピン・フィー，藤井史彦，平良遼志，米元耕輔，園田有里，一宮優子，實藤雅文，酒井康
成，吉良龍太郎，大賀正一：小児抗MOG抗体関連疾患におけるリピドミクス解析．第64回日本小
児神経学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，6，
7‐7，4（オンデマンド配信）．

24 ＊一宮優子，鳥尾倫子，松田あかね，平良遼志，米元耕輔，園田有里，チョン・ピン・フィー，實藤
雅文，酒井康成，大賀正一：抗 Sm抗体陽性の可逆性脳血管攣縮症候群の一例．第64回日本小児神
経学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，6，7‐
7，4（オンデマンド配信）．

25 ＊松田あかね，トカンヴラッド，平田悠一郎，長友雄作，チョン・ピン・フィー，園田有里，一宮優
子，永田 弾，虫本雄一，石井加奈子，山村健一郎，實藤雅文，酒井康成，中村公俊，大賀正一：
乳児型ポンペ病における新生児マススクリーニングと早期治療の有用性．第64回日本小児神経学会
学術集会（ハイブリッド開催）．2022，6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，6，7‐7，4
（オンデマンド配信）．

26 ＊園田有里，藤井史彦，園田素史，石村匡崇，一宮優子，チョン・ピン・フィー，米元耕輔，平良遼
志，實藤雅文，古賀友紀，酒井康成，大賀正一：神経変性ランゲルハンス細胞組織球症に対する大
量免疫グロブリン療法の有効性．第64回日本小児神経学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，
6，2‐5（現地開催＋ライブ配信），2022，6，7‐7，4（オンデマンド配信）．

27 ＊飯田美穂，岩永 学，冨野広通：芽球消失後も肝障害の増悪を認めた一過性骨髄増殖異常症
（TAM）の1例．第58回日本周産期・新生児医学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，7，10‐
12（現地開催及び LIVE配信），2022，7，15‐18，2022，7，27‐8，24（オンデマンド配信）．

28 ＊島田里美，岩永 学，冨野広通：当院で経験した14トリソミーモザイクの1例．第58回日本周産
期・新生児医学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，7，10‐12（現地開催及び LIVE配信），
2022，7，15‐18，2022，7，27‐8，24（オンデマンド配信）．

29 ＊荻野明日香，土井大人，岩永 学，松尾宗明：アモキシシリンで急性増悪した小児汎発性膿疱性乾
癬の一例．第125回日本小児科学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，4，15‐17（現地開催及
びWEB配信），2022，4，19‐5，31（オンデマンド配信）．

30 ＊荻野明日香，古川理恵，岡 政史，大塚泰史：当院で経験したTINU症候群3例．第57回日本小
児腎臓病学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，5，27‐28（現地開催及び LIVE配信），2022，
5，27‐6，30（オンデマンド配信）．

31 ＊荻野明日香，土井大人，岩永 学，松尾宗明：アモキシシリンで急性増悪した小児汎発性膿疱性乾
癬／DITRA（Dificiency of interleukin thirty-six receptor antagonist）の1例．第59回日本小児ア
レルギー学会学術大会／APAPARI2022合同開催（ハイブリッド開催）．2022，11，12‐13（現地
開催＋ライブ配信），2022，11，12‐13，2022，12，12‐2023，1，13（オンデマンド配信）．

32 ＊島田里美，古川理恵，中村拓自，岡 政史，松尾宗明：弱視を契機にKallmann 症候群と診断した
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右単腎の3歳男児例．第57回日本小児腎臓病学会学術集会（ハイブリッド開催）．2022，5，27‐28
（現地開催及び LIVE配信），2022，5，27‐6，30（オンデマンド配信）．

33 ＊島田里美，冨野広通，岩永 学：当院で経験した14トリソミーモザイクの1例．第58回日本小児循
環器学会総会・学術集会／第19回教育セミナーBasic Course（ハイブリッド開催）．2022，7，21‐
23（現地開催及びライブ配信），2022，8，9‐9，8（オンデマンド配信）．

地方規模の学会
1 ○杉原直哉，東武昇平，野口 満，古川理恵，岡 政史，西 眞範：小児精巣腫瘍における種々の診
療アプローチ．第18回九州小児泌尿器研究会（WEB開催）．2022，2，12．

2 山田耕治：直腸肛門部皮膚吻合部縫合不全に対する bFGF製剤の有用性．第58回九州外科学会／
第58回九州小児外科学会／第57回九州内分泌外科学会（ハイブリッド開催）．2022，2，25‐26（現
地開催＋LIVE配信）．

3 尾形善康，渕上真穂，溝口ゆかり，松尾宗明：当科における小児リウマチ性疾患の移行期医療の現
状．第63回九州リウマチ学会（ハイブリッド開催）．2022，3，12‐13（現地開催及びライブ配信）．

4 中村拓自，一ノ瀬文男，實藤雅文，松尾宗明：CHARGE症候群の一例．第409回福岡小児神経研
究会（WEB開催）．2022，4，23．

5 ＊木附京子，島田興人，円城寺しづか，松尾宗明：佐賀県発達障害対応力向上研修会ついての報告．
第91回佐賀小児科地方会／第215回日本小児科学会長崎地方会合同地方会（ハイブリット開催）．
2022，7，24（現地開催＋WEB配信）．

6 小野直子，江口啓意，西 眞範，鐘ヶ江寿美子，山田耕治，松尾宗明：在宅看取りに至った小児が
ん終末期の3歳女児例．第90回佐賀小児科地方会（ハイブリット開催）．2022，4，24（現地開催
及びライブ配信）．

7 熊本 崇，土井大人，松尾宗明，山口尊則：左上大静脈遺残起源の心房頻拍の一例．第2回日本不
整脈心電学会 九州・沖縄支部地方会．2022，4，23．

8 熊本 崇，峰松伸弥，土井大人，納所哲也，岩永 学，冨野広通，七條了宣，江頭政和，江頭智子，
熊本愛子，西川小百合，西村真二，田代克弥，高柳俊光，松尾宗明：重症先天性心疾患早期発見の
ための新生児 SpO2スクリーニング～経過報告並びに今後の課題～．第91回佐賀小児科地方会／
第215回日本小児科学会長崎地方会合同地方会（ハイブリット開催）．2022，7，24（現地開催＋
WEB配信）．

9 ＊中村圭佑，田代克弥，古川理恵，岡 政史：体重増加不良を契機に続発性偽性低アルドステロン症
および尿管膀胱移行部狭窄の診断に至った6ヶ月男児．第43回日本小児体液研究会（完全WEB開
催）．2022，8，20（ZOOM）．

10 ＊荻野明日香，峰松伸弥，土井大人，熊本 崇，松尾宗明：救命の連鎖により救命できた右冠動脈左
冠動脈洞起始症の1例．第21回九州・沖縄小児救急医学研究会．2022，8，20．

11 古川理恵，岡 政史：IgA腎症治療中に高アンモニア血症を発症した男児例．第35回九州ネフロロ
ジー研究会（ハイブリット開催）．2022，8，27‐28（現地開催＋WEB配信）．

12 土井大人，熊本 崇，岩永 学，山本徒子，冨野広通：佐賀県における新生児 SpO2スクリーニ
ングの取り組み．第6回九州・山口胎児心臓研究会（WEB開催）．2022，9，10．

13 中村拓自，一ノ瀬文男，實藤雅文，松尾宗明：Coffin‐Siris 症候群の一例．第412回福岡小児神経研
究会（WEB開催）．2022，9，17．
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14 ＊峰松伸弥，熊本 崇，土井大人，田代克弥，山口尊則：体表心電図での頻拍の推定に難渋した14歳
男児例（解説版）．第34回九州小児不整脈研究会（ハイブリット開催）．2022，11，3（現地開催＋
WEB配信）．

15 熊本 崇，土井大人，西 眞範，松尾宗明，金子哲也，山口尊則，野出孝一：循環器作動薬を過量
服薬した青年期自殺企図の2例．第92回佐賀小児科地方会（ハイブリッド開催）．2022，12，4（現
地開催＋WEB配信）．

16 一ノ瀬文男，中村拓自，實藤雅文，松尾宗明：てんかん，失調を呈したグルコーストランスポー
ター1欠損症の5歳男児例．第93回日本小児神経学会九州地方会（WEB開催）．2022，8，7．

17 一ノ瀬文男，中村拓自，實藤雅文，松尾宗明：てんかん，軽度知的発達症の既往があり，ふらつき，
易疲労感，歩行の不安定さが憎悪した5歳男児例．第93回日本小児神経学会九州地方会（WEB開
催）．2022，8，7．

18 中村拓自，一ノ瀬文男，實藤雅文，松尾宗明：Eyelid myoclonia with absences（Jeavons 症候群）
の3例．第17回日本てんかん学会九州地方会（WEB開催）．2022，7，9．

19 ＊岩永 晃，飯田美穂，渕上真穂，伊東優也，江藤潤也，熊本愛子，前田寿幸，西村真二，一ノ瀬文
男：卵黄によるFood Protein-induced Enterocolitis Syndrome の一例．第91回佐賀小児科地方会／
第215回日本小児科学会長崎地方会合同地方会（ハイブリット開催）．2022，7，24（現地開催＋
WEB配信）．

20 江口啓意，西 眞範，納所哲也，小野直子，山田耕治，松尾宗明：直近5年間に当科で診療した小
児がん患者の初発症状と診断過程～日常診療でいつか遭遇する小児がんに備えて～．第90回佐賀小
児科地方会（ハイブリット開催）．2022，4，24（現地開催及びライブ配信）．

21 ＊納所哲也，土井大人，小野直子，山田耕治，松尾宗明：腰痛に要注意～化膿性椎間関節炎の一例～．
第90回佐賀小児科地方会（ハイブリット開催）．2022，4，24（現地開催及びライブ配信）．

22 ＊冨野広通，坂田佑理恵，野中双葉，張 雨萌，七條了宣，荻原 俊，江頭政和，水上朋子，江頭智
子，高柳俊光，岩永 学：COVID‐19感染母体より出生し当院で新生児管理を行った2症例．第90
回佐賀小児科地方会（ハイブリット開催）．2022，4，24（現地開催及びライブ配信）．

23 ＊坂田佑理恵，野中双葉，張 雨萌，冨野広通，荻原 俊，七條了宣，江頭政和，水上朋子，江頭智
子，高柳俊光，西 眞範：興味深い経過を辿った遅発型Ｂ群溶血性連鎖球菌（GBS）感染症の同胞
女児例．第90回佐賀小児科地方会（ハイブリット開催）．2022，4，24（現地開催及びライブ配信）．

24 ＊大串栄彦，尾形善康，吉浦真登，樋口直弥，川崎祥平，浦島真由美，稲田由紀子，西川小百合，在
津正文：移動性関節炎，付着部炎を来した反応性関節炎の1例．第90回佐賀小児科地方会（ハイブ
リット開催）．2022，4，24（現地開催及びライブ配信）．

25 小金丸三璃，岩永 学，山田耕治：低酸素療法に伴う壊死性腸炎の保存的治療後に腸閉塞を発症し
手術を要した2例．第77回九州新生児研究会（ハイブリット開催）．2022，10，29（現地開催＋WEB
配信）．

26 ＊樋口直弥，中村拓自，松尾宗明：急性弛緩性脊髄炎の一例．第414回福岡小児神経研究会（WEB
開催）．2022，12，3．

27 ＊馬場裕太，古川理恵，中村拓自，一ノ瀬文男，實藤雅文，松尾宗明：休止錯乱型片頭通の一例．第
92回佐賀小児科地方会（ハイブリッド開催）．2022，12，4（現地開催＋WEB配信）．

28 工藤舞花，岩永 学，江口啓意，西 眞範，吉岡史隆，尾形善康，松尾宗明：正期産後に突然発症
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した頭蓋内出血の鑑別とその管理．第91回佐賀小児科地方会／第215回日本小児科学会長崎地方会
合同地方会（ハイブリット開催）．2022，7，24（現地開催＋WEB配信）．

29 工藤舞花，土井大人，熊本 崇，江口啓意，溝口ゆかり，松尾宗明：基礎疾患のない女児に発症し
た感染症性内膜炎の一例．第92回佐賀小児科地方会（ハイブリッド開催）．2022，12，4（現地開
催＋WEB配信）．

30 中村美結，岩永 学，山田耕治，松尾宗明：胎児期に腹腔内嚢胞性病変を指摘され出生後に盲腸嚢
腫型腸管重複症と判明した一例．第92回佐賀小児科地方会（ハイブリッド開催）．2022，12，4（現
地開催＋WEB配信）．

31 一ノ瀬文男，中村拓自，實藤雅文，松尾宗明：発達退行を機にてんかん性脳症と診断したGABRB
2遺伝子異常の一例．第410回福岡小児神経研究会（WEB開催）．2022，5，28．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 松尾 宗明 厚生労働科学研究費
補助金

難治性疾患政
策研究事業

2 早老症のエビデンス集積を通
じて診療の質と患者QOLを
向上する全国研究

200

教 授 松尾 宗明 厚生労働省科学研究
費補助金

難治性疾患政
策研究事業

2 神経皮膚症候群におけるアン
メットニーズを満たす多診療
科連携診療体制の確立

1，000

教 授 松尾 宗明 令和3年度「橋渡し
研究プログラム」
（九州大学拠点）

シーズＣ 2 先天性有機酸血症の新治療薬
による医師主導臨床試験準備
研究

1，000

教 授 松尾 宗明 三井住友信託銀行 公益信託康本
徳守記念結節
性硬化症関連
神経難病研究
基金

1 結節性硬化症のエベロリムス
投与中の予防接種に関する研
究

2，000

准教授 實藤 雅文 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 子どもの視空間注意の神経基
盤の解明～縦断的コホート研
究～

1，040

准教授 實藤 雅文 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 発達期の欠神てんかんと注意
欠如・多動性障害の関連の解
明～定量的脳波・遺伝子解析
～

1，040

講 師
（診療准教授）

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 若手研究 1 腸内細菌叢からのアプローチ
「ピロリ菌と自閉症スペクト
ラム症」の相関関係の解明

1，170

講 師
（診療准教授）

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 次世代へのピロリ菌感染防止
による胃がん予防に向けた経
済分析

100

講 師
（診療准教授）

垣内 俊彦 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 中高生ピロリ菌検診と除菌治
療：全国調査による実施の現
状と問題点の把握

100

講 師
（診療准教授）

垣内 俊彦 日本医療研究開発機
構

成育疾患克服
等総合研究事
業

2 核酸検出等の方法を用いた原
発性免疫不全症等治療可能な
新生児・小児期疾患に対する
新生児マス・スクリーニング
法の開発

990

助 教
（教育指導助教）

一ノ瀬文男 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 小児有熱性けいれん重積のな
かでのけいれん重積型急性脳
症発症予測

780

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

講 師
（診療准教授）

垣内 俊彦 令和5年日本小児科学会学術研究賞 小児Helicobacter pylori の臨床意義における網羅的研
究と新規診断薬の開発

講 師
（診療准教授）

垣内 俊彦 Top Cited Article 2020-2021 in CLINI-
CAL CASE REPORTS

Effect of probiotics during vonoprazan-containing tri-
ple therapy on gut microbiota in Helicobacter pylori
infection: A randomized controlled trial

助 教 熊本 崇 第75回九州小児科学会 優秀演題賞 重症先天性心疾患（CCHD：critical congenital heart
disease）検出を目的とした新生児パルスオキシメト
リースクリーニング～佐賀県での取り組みについて～

助 教
（教育指導助教）

一ノ瀬文男 第75回九州小児科学会 優秀論文賞 Incidence and risk factors of acute encephalopathy
with biphasic seizures in febrile status epilepticus

助 教 中村 拓自 第17回日本てんかん学会九州地方会
優秀演題賞

Eyelid myoclonia with absences（Jeavons 症候群）の
3例

学術（学会）賞
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